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研究成果の概要（和文）： 
１．指導主事や教員、研究者がワークショップ型研修を協同的に開発するためのネットワーク

システムを構築した。 
２．総合的な学習の時間や小学校外国語活動等に関する研修プログラムを開発し、カリキュラ

ムマネジメント・モデルを元に整理した。 
３．ワークショップ型研修を支援するためのマニュアルやパッケージを協同的に開発し，教育

センターや学校において試行した。 
４．システムに蓄積された知見に新たな情報を付加し，関連書 5 冊を刊行した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
1.We formulated a network-system in which supervisors, school teachers and 
researchers can develop workshop-style training cooperatively． 
2.We organized the workshop-style training programs developed for Period for 
integrated study and Foreign Language Activities at elementary school, in terms of a    
curriculum management model. 
3.We made cooperatively manuals and packages to support workshop-style training，
and we tried them at educational centers and schools. 
4.Based on the research knowledge accumulated in the current system and additional 
findings, we published five books on workshop-style training． 
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１．研究開始当初の背景 
（1）平成 19 年 6 月の学校教育法一部改正で

は、「生涯にわたり学習する基盤が培われる

よう、基礎的な知識及び技能を習得させると

ともに、これらを活用して課題を解決するた

めに必要な思考力、判断力、表現力その他の

能力をはぐくみ、主体的に学習に取り組む態

度を養うことに、特に意を用いなければなら

ない」と定めている。平成 20 年 3 月の学習

指導要領ではこれを受け、各教科において思

考力や判断力、言語力等の育成や活用を重視

した授業、小学校高学年の外国語活動必修、

時数削減の中での総合的な学習の時間の充

実等を求めている。改めて、各学校及び各教

師に確かな学力と生きる力を育むための授

業開発力とカリキュラム開発力が求められ

ている。授業開発やカリキュラム開発をはじ

め教育活動実施上の様々な問題解決を図り

つつ、「学校力」と「教師力」を高めていく

方法としてワークショップ型研修が有効で、

独立行政法人教員研修センターをはじめ各

都道府県の教育センター等及び学校現場に

おいて急速に取り入れ始められている。学会

においてもこの数年注目されてきており、例
えば日本教育工学会でワークショップに関

する研究発表が増え、平成 20 年度は全国大
会において自由研究セッションが設けられ、

熱心な協議が展開された。 
（2）しかし、ワークショップについて議論
する共通の枠組みがなく、相互の知見を共有

したり活用したりすることが困難な状態に

ある。どのような手続き・手順でワークショ

ップを開発すればよいのか、その際にどのよ

うな関連要因に基づき、どのように構成要素
を選択・決定したのかが十分に検討・記述さ

れないままに実践が進められている。諸外国

においてもワークショップ開発に関する事

例は散見されるものの開発手法について整

理されたものは殆ど見ることができない。 
（3）カリキュラムマネジメント・モデルは

複雑な教育事象を整理する枠組みとして有

効である。ワークショップに関してもそのモ

デルを援用することで議論のための共通の

枠組みや言語ができ、伝達可能性が高まる。

ワークショップに関しての研究や実践の黎
明期に、その共通の枠組み・言語としてカリ

キュラムマネジメント・モデルをワークショ

ップに援用し、その開発手順や手だて、構成

要素や関連要因を整理することは有用であ
る。 
 
２．研究の目的 
（1）本研究は、教育センター等での集合研

修、学校の校内研修を対象とし、整理枠組み

としてのカリキュラムマネジメント・モデル

を基盤に開発手法と事例の整理とそのデー

タベース化を行うことで、教育関連学会及び

学校現場の活性化に寄与することをめざす

ものである。本研究の目的は、学校現場や教

育センター等で実施される教員のためのワ

ークショップ型研修（以下、ワークショップ

型研修）の協同的な開発を支援する情報ネッ

トワークシステムを構築することである。具
体的には、以下の３つである。①インターネ

ットコラボレーションツールを利用して、ワ

ークショップ型研修を相互に支援しながら

開発するための場を構築する。②カリキュラ

ムマネジメント・モデル（田村知子「カリキ

ュラムマネジメントのモデル開発」、2005）
を援用し、ワークショップ型研修の開発手法

（開発手順や手だて、構成要素、関連要因）

を体系化する。③カリキュラムマネジメン

ト・モデルに基づき、ワークショップ型研修

の開発手法及びワークショップ事例を整理

し、システマティックに整理された形式でデ

ータベース化を行う。 
 
３．研究の方法 
（1）システムを運用するためのコラボレー

ションツールとしてＪＲ四国コミュニケー

ションウェア社の「コラボノート」を活用す

る。 
（2）研究代表者と研究分担者、研究協力者

（教育センターの指導主事及び小・中学校の

研修・研究主任）が協同的・継続的にワーク

ショップ型研修を開発するための「ワークシ

ョップ開発室」と開発事例の整理・分類、開

発手法の体系化及びそれらの蓄積を行うた

めの「ワークショップ資料室」をシステム上

に設定し、その中でワークショップ型研修の

開発を実施に関する研究協議・情報交換及び

関連情報（研修案や研修ツール、成果物など）

の蓄積を行う。 
（3）研究者は、研究協議や情報交換及び関

連情報の分析を通して、ワークショップ型研

修の開発手順や手だてを整理し、ワークショ

ップ開発手法の体系化を進める。その際に、

田村のカリキュラムマネジメント・モデルを

援用する。モデルを基盤に、開発手順や具体

的な手だて、構成要素(研修対象や研修目的、

研修形態、評価方法など)、要素を決定するた

めの関連要因(学校種や年齢構成、総時間数な

ど)を明示する。 
（4）研究協力者は開発・整理された情報を

踏まえて改変し、実施・評価を行い、研究者

はそれらのデータの分析を通し、ワークショ

ッププランの整理・分類を行う。 
 
４．研究成果 
（1）インターネットコラボレーションツー

ル（ＪＲ四国コミュニケーションウェア社の

「コラボノート」）を利用して、ワークショ



ップ型研修を相互に支援しながら開発する

ための場を構築した。研究期間の中で人事異
動により若干の交代はあったが、全国各地で

ワークショップ型の集合研修や校内研修の

企画及び実施を担当している指導主事 15 名
前後や小学校教諭 10 名前後、中学校教諭 5
名前後、研究者等 4 名の総勢約 35 名が情報

交換や研究協議を随時行った。 
（2）21 年度は、システムの中に協同的にワ

ークショップ型研修の開発を行うための「ワ

ークショップ開発室」として、「カリキュラ

ムマネジメント」「総合学習」「校内研修改善」

「授業力向上」など８つの部屋（フォルダ）

を開設し、各部屋に担当責任者を置き、情報

交換と整理のファシリテートを行った。その

後、フォルダの変更が行われ、最終年度では

「概論」「集合研」「校内研（小）」「校内研（中

高等）」「Ｑ＆Ａ」「研修パック」など 11個の

部屋に整理している。 
（3）21 年度は部屋の一つである「ワークシ

ョップ型校内研修のＱ＆Ａ」において、校内

研修の課題を収集し、協議を重ね最終的に 30
項目に整理した。その後、各項目に関する継
続的な情報提供と研究協議を通して、各項目

に対しての解決策を整理した。データベース

の構築に向けての共同開発の素地ができあ
がった。この成果は、『「ワークショップ型校

内研修」で学校が変わる 学校を変える』（村
川雅弘編、教育開発研究所、2010 年）の第 3
章 25項目(pp.79-98) に反映されている。 
（4）生徒指導及び低学力の問題を短期間で

解決した東京都東村山市大岱小学校の教育

活動をカリキュラムマネジメント・モデルに

より分析し、ワークショップ型研修のカリキ

ュラムマネジメントにおける位置づけの明
確化を図った。この成果は、『学びを起こす 

授業改革』（村川雅弘・田村知子・東村山市
立大岱小学校編、教育開発研究所、2011 年）

の第 2 部第 8章「大岱小の校内研究の特色」

(pp.141-148)及び第 3 部第 4章「大岱小のカ

リ キ ュ ラ ム マ ネ ジ メ ン ト の全体像」

(pp.185-191)に反映されている。また、国際
学会で発表し、諸外国の研究者より貴重な意

見を得ることができた。 
（5）小学校外国語活動のカリキュラムづく

りや授業づくり等に関するワークショップ

型研修をカリキュラムマネジメント・モデル

に従って開発し、各研修がカリキャラムマネ

ジメントにおいてどのような役割・機能を持
つのかを明確化した。この成果は、『小学校

外国語活動のための校内研修パーフェクト

ガイド』（村川雅弘・池田勝久編、教育開発

研究所、2010 年）に反映されている。 
（6）本システムを活用して研究協力者を中

心に、蓄積された知見や情報に新たなものを

付加・再構成し、『「ワークショップ型校内研

修」で学校が変わる 学校を変える』（村川雅

弘編、教育開発研究所、2010 年）及び『「ワ

ークショップ型校内研修」充実化・活性化の

ための戦略＆プラン 43』（村川雅弘編、教育

開発研究所、2012 年）という書籍にまとめ

た。編集会議及び情報提供、意見交換は一部

このシステムを介して行った。 
（7）ワークショップ型の研修を支援するた

めの研修マニュアル・研修パックを教育セン

ター (山形県 (http://www.yamagata-c.ed.jp/)
や大阪市(http://www.ocec.jp/center/)、紀の

川市 (http://www.city.kinokawa.lg.jp/)など )
と協同的に作成し、一部の研修において試

行・改善を行った。また、成果物は各センタ

ーのサイトより公開されている(大阪市は予
定)。山形県の事例については，国際学会で発

表し，諸外国の研究者より貴重な意見を得る

ことができた。 
（8）兵庫県たつの市立小宅小学校や高知県

香南市立吉川小学校など、総合的な学習の時

間の充実に関して一定の効果を上げている

学校のワークショップ型校内研修を，カリキ

ュラムマネジメント・モデルにより分析・整

理し、ワークショップ型研修の開発手法の整

理と研修を支えるマネジメントの体系化及

び校内研修の計画・実施を支援するための研

究マニュアル・研修パックの開発を行った。

この研究の一部はパナソニック教育財団の

平成 22年度の先導的実践研究助成を受けた。

成 果 物 は 本 財 団 の ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.pef.or.jp/）の「お役立ちコンテ

ンツ」の「総合的な学習の時間のカリキャラ

ムマネジメントのワークショップ型研修ガ
イド」として公開されている。 
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